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その内容は本誌9月号36～43頁と今号36～45頁の
同氏によるレポート「コロナ禍明けの中国養殖業界」
をお読みいただくのがより解りやすいと思うので、ここ
では当日の聴講者からの質問への回答をいくつか紹
介する。
ⓐ中国におけるブリ類（主にカンパチ）養殖は福建省
主体に約2万tで市場は香港など。日本からの水産物
輸入が止まったこともあり、海南省でも浮沈式生簀で
カンパチ養殖を行うことが決まっている。
ⓑ2023年時点で約9万tの大西洋サケを輸入してい
るが、国内生産に切り替えようと渤海湾で養殖を試み
ている。ノルウェー資本のRAS養殖もある。
ⓒ中央政府の食料増産計画に基づき、その達成に向
けた指示と補助金が地方政府に下り、巨大生簀など
は地方政府が整備していること等から、当該養殖業者
は赤字にはなりにくい。
　髙橋氏はまた、日本の養殖業関係者にも「行ってみ
る、見てみる、やってみる」を期待し、幻の超高級魚セ
ンネンダイの養殖プロジェクトへの参加者を募ってい
ることも紹介した。天然のセンネンダイはその希少性
から市場価格が㎏1万円に及び、味も超一流。人工
種苗を用いた試験養殖(水温20～30℃)では、1年で
800g～1㎏に成長し、育成期の増肉係数は1.5前後
だったという。 （池田）

　10月24日、「第34回ACNフォー
ラム」（日本の水産増養殖を考える
会）が、福岡市のアークホテルロイ
ヤル福岡天神とオンラインで行わ
れ、会場76人、合計180人余が参加
した。今回は、NPO法人アクアカル
チャーネットワーク（田嶋猛理事長）
と、産官学プロジェクト「ながさきBLUEエコノミー」
（征矢野清プロジェクトリーダー）が共催した。

　冒頭の挨拶で、田嶋氏はコロナ禍収束後のインバウ
ンド需要等の急回復に注目し、対中輸出の早期再開実
現を期待。征矢野氏は、日本の養殖業が未来を切り開
くためには、先端科学を駆使した技術開発や次世代
人材の育成などが不可欠であることを改めて訴えた。
　講演は、共立製薬㈱ワクチン開発部水産ワクチン
課々長の福田耕平氏による「養殖魚類用ワクチンの
現状と未来」、㈱SINRA代表取締役/愛媛大学客員
教授の髙橋隆行氏による「中国養殖業界の現状と今
後の展望」の2題。
福田氏は、①国内魚類ワクチンの歴史、②国内魚類

ワクチンの課題、③海外における魚類ワクチンの現状、
④国内魚類ワクチンの未来、という構成で、国内外の
最新知見も披露。③においては、サケ科魚類では6～
7種混合ワクチンが多用されている、DNAワクチンや
サブユニットワクチンや生ワクチンも使用されている、
ヒトへの誤注射を避けるため機器に魚体を投入する
だけの自動連続注射器の活用が急伸中（ノルウェーで
はほぼ100％）、自動連続注射器は2～3種のワクチン
を同時投与可能なものが普及、なども紹介した。また、
④において、国内ワクチンを充実させるには、承認に
必要な試験要件を減ずる等による適用魚種の拡大、
複数ワクチンの同時投与が可能なツールの開発と関
連制度の改定などが期待されるとした。詳しくは、本
誌次々号に寄稿いただける予定である。
髙橋氏は、①世界の漁業・養殖生産量と世界の水

産物需要の推移、②中国養殖業界のポジション、③中
国の海水魚養殖の現状、④中国の淡水魚養殖の現状、
⑤中国の養魚業界の今後の展望と日本との関係、とい
う構成で、現地の画像もふんだんに交えて解説した。

「第34回ACNフォーラム」盛況
魚類ワクチンの今後、中国養殖業界の現状と展望

田嶋 猛氏（NPO法
人ACN）

髙橋 隆行氏
（㈱SINRA）

征矢野 清氏（ながさ
きBLUEエコノミー）

センネンダイ成魚

福田 耕平氏（共立製
薬㈱）

（別刷）
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講演する高橋代表

　生産量世界最大の中国養殖業界の現状と展望をテーマ
に、水産養殖コンサル会社のＳＩＮＲＡ（福岡市）の高橋
隆行代表取締役（愛媛大大学院農学研究科客員教授）は
月日、福岡市内で開かれた「ＡＣＮフォーラム」（主催・ア
クアカルチャーネットワーク）で講演した。主要魚種の種
苗生産技術から養殖方法、販売に至る現状と展望に関して、
「競争を好み、平等を嫌う」「走りながら考える」といった
ビジネスにおける中国人の気質にも触れながら説明した。
講演の要旨を紹介する。
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